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◯　表紙「写真」の説明

　賀茂競馬(かもくらべうま)

　賀茂競馬は平安時代に始まり今年で925年続く上賀茂神社の神事であり、神社の

神職を務めてきた加茂一族により代々受け継がれている。

　騎手を乗尻(のりじり)といい、一組の番(つがい)が左右に分かれて速さを競い天下

泰平と五穀豊穣を祈願する。

　馬場と並行して青芝を竹で包んだ埒(らち)が設けられ、その中を全力疾走して勝

敗を決める。埒があかない(決着がつかない)という言葉の語源は賀茂競馬の埒から

きているそうである。 (地脇準一)

〇　表題「紫友」の説明

表題の「紫友」は、会報第82号で紹介したとおり近代書道家の中国水墨画家　王

石明氏（京都市立芸術大学卒）の揮毫によるものである。

　紫は昔から高貴、優雅な色とされ、深く、浅く、粋を伝え、高位の公家や僧侶

の着衣に用いられていた。

また、動物を象徴しているとも言われている。

旧陸軍獣医部制服の襟章は紫色を用いていた。

京都府の府章やプロサッカーの京都サンガF.C.のユニフォームの色にも用いら

れ、京都を表現している。

パープル調であれば、京都府の獣医師として心が通じ合えて、心がひとつになれ

る仲間でありたい。
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特別功労者表彰（衣川美一郎先生、吉岡武雄先生）
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第１回理事・監事会議開催報告

最近の話題
大阪北部地震で逃げ出し見つからない…

飼い猫失踪　相次ぐ
大阪府北部地震の被災地では、激しい揺れにより「猫が自宅から逃げ出して見つからない」という相
談が自治体などへ６０件以上寄せられた。「家族の一員」と可愛がるペットの失踪は、不安を募らせる飼
い主らへの追い打ちとなり、捜索に苦心する中、インターネットやＩＴを活用したツールも発見に役立っ
ている。

「雨が激しく降ったから、本当に心配だった」
震度６弱を観測した大阪府茨木市の中学生姉妹、川西花さん（14）と文さん（12）が自宅内で飼う猫

「マリン」は18日の地震後、揺れで開いた２階の窓から逃げ出した。周辺を探し続けたが見つからず「も
う戻って来ないかも」と諦めかけた３日目の夜、花さんが名前を呼びながら歩いていると、近所の車の
下から「ニャー」というマリンの鳴き声が。普段は自転車で通る道だが、その日は雨でたまたま徒歩だっ
た。花さんらは「野良猫だったのを２ヶ月前に引き取り、家族同然に暮らしてきた。見つかったのは奇
跡」と喜ぶ。
府内の保健所などによると、地震後の「迷い猫」の問い合わせは高槻市21匹、枚方市23匹、茨木市24
匹の計68匹（6月29日現在）に上り、うち約30匹はその後見つかった。他にペット失踪の相談は犬が数
匹ほどといい、猫が圧倒的に多かった。

捜索にネット・ＩＴ活用も
「猫は性格が臆病で普段も勝手に外を歩き回るので、非常時に他の動物より逃げやすいのでは」
茨木市で「保護猫カフェかぎしっぽ」を経営する山中勇一さん（53）は理由をこう推測。「猫が使っ
ているトイレを外に出しておくと、においをかぎつけて戻ってくる可能性がある。首輪に電話番号を書
けば飼い主と連絡もつきやすい」と、対策を挙げる。
迷い猫捜しではネットやＩＴを駆使した機器も重宝されている。猫の情報交換サイト「ネコジルシ」
は東日本震災後、サイト内に「迷い猫掲示板」を開設。今回の地震後、府内で約50匹の迷子の猫が登録
されたが、目撃者の情報提供などで半数以上が見つかった。
ＩＴ機器会社「MAMORIO」（東京）は、猫の首輪などに取り付けられる小型の紛失防止用端末を開発。
一定の距離を離れると飼い主のスマートフォンに知らせる。地震後、「ペットが迷子にならないよう取
り付けたい」との問い合わせが来ているという。 （京都新聞　H30.6.30）
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第３回理事・監事会議開催報告

平成３０年度委員会担当理事及び委員名簿
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事務局日誌
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最近の話題
動物虐待事件　最多の68件

警察庁 昨年 愛護法で摘発
警察庁は５日、ネコや犬などの動物を虐待したとして警察が昨年、動物愛護法違反で68件を摘発し、

76人を逮捕・書類送検したと発表した。前年より６件、10人増え、現在の統計の取り方になった2010年
以降、いずれも最多。
警察庁は「動物愛護への関心の高まりが通報の増加などにつながっているのではないか」とみている。
警察庁によると、摘発された76人のうち、逮捕されたのは７人。68件の動物は猫が46件、犬が16件、
ウサギや鶏などが６件。内容は置き去り等の遺棄が35件で最も多く、殺傷が20件、餌を与えないなどの
虐待が13件だった。
猫を捕獲器に閉じ込めて熱湯を浴びせたりガスバーナーで焼いたりして殺す、ウサギを手で殴る、猫
カフェの経営者が餌や水をやらずに飼育する 　　 等のケースがあった。
加害者本人が虐待の様子を撮影した映像をネットに投稿し、発覚するケースも散見されるという。
動物愛護法は、愛護動物をみだりに殺傷した人に２年以下の懲役か200万円以下の罰金、えさを与え
ないなどして衰弱させたり、病気やけがをしているのに適切に保護しなかったりといった虐待や遺棄を
した人に100万円以下の罰金を科す。 （朝日新聞　H30.4.6）
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今後の事業計画と行事予定今後の事業計画と行事予定
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最近の話題
ペット葬から結びつき強く

寺との結びつき強化のために必要な方策も報告された。真言宗智山派智山強化センター（東京都港区）
の鈴木芳謙所長は、ペット葬に取り組む高野山真言宗の寺院の事例を紹介した。
この寺院は檀家ゼロで、50代の現住職は2010年まで介護士と兼業だったが、住職専業となったのを機に
ペット供養を始めた。現在は、ペットの火葬を行い、「仮納骨」と呼ばれる遺骨の安置所を設けている。
ペット葬は、寺への「遺体」の持ち込みか、自宅で引き取りかなどによって1万円強から5万円弱まで価
格は異なるが、年間約180件の申込があるという。さらに年に一度の合同ペット供養では、火葬や仮納骨
を行った飼い主数十人が寺を訪れ、参列者は年々増加している。
この寺院では、ペット葬の依頼者から墓地移転の際の法要を引き受けることもあるといい、鈴木所員は

「ペット葬で培った信頼が人の供養へと移行している。ペット葬は過疎地寺院の今後の「一つの可能性と
なるのではないか」と話す。 （京都新聞　H30.5.1）

新顧問(植田喜裕先生)紹介
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問い合わせ先
引受保険会社

〒160-8338　東京都新宿区西新宿1-26-1
TEL.03-3349-5402  FAX.03-6388-0161
受付時間 9：00～17：00（土・日・祝休）

団体・公務開発部第二課
損害保険ジャパン日本興亜株式会社幹事代理店 株式会社安田システムサービス

〒163-1529　東京都新宿区西新宿1-6-1新宿エルタワー29Ｆ
ＴＥＬ：03（3340）6497　ＦＡＸ：03（3340）5700
受付時間 9：00～17：30（土・日・祝休）

SJNK17-15251（2017.12.6）

獣医師の皆さまを取り巻く様々なリスクの備えに

「獣医師会のほけん」

保険契約者  公益社団法人 日本獣医師会

公益社団法人日本獣医師会 獣医師福祉共済事業

獣医師の皆さまとご家族に
大きな安心を!!

このご案内は概要です。詳しい内容につきましてはパンフレットをご請求いただき、取扱代理店または損保ジャパン日本興亜営業店までお問い合わせください。

動物病院の「什器・備品・医療機器」の損害に備える

動物病院「什器・備品・医療機器」総合補償
（テナント総合保険）

病気やケガに備える

所得補償保険 団体長期障害
所得補償保険 傷害総合保険

動物病院従業員補償
傷害総合保険

＊医療保険基本特約、疾病保険特約、傷害保険特約、がん保険特約セット団体総合保険

新・団体医療保険
＊

日本獣医師会福祉共済事業各保険
の資料は下記幹事代理店までご請
求ください。
なお、携帯電話からもご請求いただ
けます。
下のＱＲコードからアクセスしてくだ
さい。

団体割引20％
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統 計 速 報 京都府農林水産部畜産課

動物のお医者さんを応援します。

感染リスクゼロを目指したフクダ電子FDSシリーズの
フラッグシップモデルです。
新開発ハイブリッド脱臭システム＋ハイパワー紫外線
＋抗菌ＨＥＰＡフィルタ＋静粛大風量ファンにより、
多様化する医療現場においても対応可能にしました。

感染リスクZEROをめざして 汎用性に優れ、
高い除菌と消臭力。
ウルトラ次亜ソフト水
毎分10リットルの大量生成が可能。リッター約7
円のローコストなので、水道水感覚で使える除菌
効果の高い微酸性水です。

測定時間約70秒、
診断のトータル時間を短縮
検体吸引量10μLで測定可能なので、採血の難し
い動物にも負担を軽減します。院内で血液検査
を行うことで、貧血や、アレルギー、感染症などの
スクリーニングが可能で迅速に診療へ反映させ
ます。

亜ソフト水生成ウルトラ次亜ソ 成器
Hi TOP 2（ハイトップ2）

空気清浄除菌脱臭装置空気
FDS-ZERO

動物用自動血球計数数数装置数装置
Microsemi  LC-662

製造販売承認番号：農林水産省指令22動薬第第1806号

小さくても高性能、
超音波の新しいカタチ。
先進の高性能デジタルビームフォーマー技
術をコンパクトに凝縮。Hi Qualityな画質
と優れたポータビリティーで、様々なシーン
でのエコー検査に的確に対応します。

超音波画像診断装装置
UF-760AG  PaoLusTM

号：223ADBZX00025000

本 社  /  〒601 -8121　京都府京都市南区上鳥羽大物町15　TEL  （075）681 -3191㈹
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編 　 集 　 後 　 記

編　集　委　員　名
委 員 長　地　脇　準　一（産業動物部会）
副委員長　兼　光　弘　章（小動物部会）
委　　員　市　川　孝　昭（京都支部）
　 〃 　　小　寺　　　明（畜産行政）
　 〃 　　長　崎　貴　子（山城支部）
　 〃 　　万　所　幸　喜（南丹支部）
　 〃 　　岡　田　幸　大（中丹支部）
　 〃 　　吉　岡　弘　陞（丹後支部）
　 〃 　　比留木　俊　信（総合部会）
　 〃 　　岩　間　小　松（産業動物部会）
　 〃 　　水　谷　敢太郎　(公衆衛生部会)
本部事務局　清水弘司、若松久雄、田中かほる

今年は猛烈な暑さが続き、熱中症で病院に搬送さ
れる人が続出しました。また変則的な動きをする台
風が到来したため、各地で水害や土砂崩れが発生し
多くの人命が奪われました。
行政は早めの非難勧告や指示を出して住民の安全
を確保しようとしましたが、危険を知らせるだけで
は住民の命が守れないことも各地で明らかになりま
した。危機管理の対応は普段から住民一人一人の心
構えが大切だと思います。
平成16年２月に京都府で発生した鳥インフルエン
ザについて吉岡武雄先生が食鳥検査員の立場から
「会員の広場」で報告されていますが、私は発生か
ら焼却処理までの４年間を発生現場の家畜保健衛生
所長、府畜産課長として鳥インフルエンザと向かい
合いました。25万羽という誰も経験したことの無い

規模での発生、マスコミ報道と連動した風評被害の
発生、最後の最後まで毎日が先の読めない不安の連
続でした。京都で二度と発生させてはならない、そ
んな思いから私は現在、衛指協で農場ＨＡＣＣＰの
仕事に取り組んでいます。
京都府獣医師会の会長として会の運営と発展に多
大なご尽力を賜った祝前弥一郎先生がご逝去されま
した。先生の半生は京都府獣医師会とともにあった
といっても過言ではありません。「紫友」に先生の
半生記を書いていただくようお願いしていましたが
実現することはありませんでした。
ご冥福をお祈り致します。

（地脇準一　記）

発 行 所　　公益社団法人　京都府獣医師会
〒600-8881
京都市下京区西七条掛越町65
京都獣医畜産会館内
TEL 075-313-4728　FAX 075-313-4813
U R L：http://kyotofu-jyui.or.jp/zigyou.html
E-mail：info@kyotofu-jyui.or.jp

発行責任者　　清 水 弘 司

印 刷 所　　株式会社　プレスハウス

京都府獣医師会会報
平成30年8月30日発行

第136号

『紫友』への投稿は支部編集委員経由を原則としますが、府獣医師会本部（info@kyoutofu-jyui.or.jp）へのメー
ル送信や封書による郵送も可能です。『紫友』の発行は３月・８月・12月末を予定しているので、投稿す
る場合はその１か月前必着でお願いします。

動物を守り、人を支える
ワクチンの京都微研

－86－



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


